
(57)【要約】

フライング式ロール交換の際には、紙継ぎ個所にフラッ

プが生じ、このフラップは、後置された処理ステーショ

ンで障害を引き起こす恐れがある。本発明によれば、ウ

エブ（１）が、ウエブ（１）よりも迅速に運動する連行

機構、例えばサクションローラ（５）を通り過ぎる。こ

のサクションローラ（５）は、通走するウエブ（１）の

近傍に配置されているので、ウエブ（１）に接合してい

るフラップ（８）を摩擦接続的に把持する。フラップ（

８）は、背面側でウエブ（１）に沿って滑動し、ウエブ

（１）に対して相対的に前方に送られる。これにより、

フラップの先行部分は波状に湾曲する。湾曲されたフラ

ップ（８）は、ナイフ（６）に当接し、もはや障害とな

らない残留部にまで切断される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
通 走 す る ウ エ ブ に 垂 れ 下 が る フ ラ ッ プ 、 特 に 、 フ ラ イ ン グ 式 ロ ー ル 交 換 後 に 、 接 合 さ れ た
ウ エ ブ の 接 着 個 所 の 後 方 に 残 さ れ た フ ラ ッ プ を 短 く す る た め の 方 法 で あ っ て 、
ウ エ ブ が 、 ウ エ ブ よ り も 迅 速 に 運 動 す る 連 行 機 構 を 通 過 し 、 こ の 場 合 、 フ ラ ッ プ を 連 行 機
構 に よ っ て 摩 擦 接 続 的 に 把 持 し 、 ウ エ ブ か ら 分 離 し 、 接 着 個 所 の 近 傍 で 切 断 す る 形 式 の も
の に お い て 、
フ ラ ッ プ が ウ エ ブ に ま だ 接 合 し て い る 間 に 、 フ ラ ッ プ を 連 行 機 構 に よ っ て 把 持 す る こ と を
特 徴 と す る 、 通 走 す る ウ エ ブ に 垂 れ 下 が る フ ラ ッ プ を 短 く す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
通 走 す る ウ エ ブ に 垂 れ 下 が る フ ラ ッ プ 、 特 に 、 フ ラ イ ン グ 式 ロ ー ル 交 換 後 に 、 接 合 さ れ た
ウ エ ブ の 接 着 個 所 の 後 方 に 残 さ れ た フ ラ ッ プ を 短 く す る た め の 装 置 で あ っ て 、
規 定 さ れ た 経 路 に 沿 っ て ウ エ ブ を ガ イ ド す る た め の 機 構 と 、 包 絡 面 の 内 側 で 回 転 す る 、 駆
動 さ れ る 連 行 機 構 と が 設 け ら れ て お り 、 該 連 行 機 構 が 、 包 絡 面 に 沿 っ て 、 ウ エ ブ よ り も 迅
速 に 運 動 可 能 で あ っ て 、 前 記 連 行 機 構 が 、 包 絡 面 で 有 効 な 、 ウ エ ブ の 通 過 方 向 に 向 い た 摩
擦 力 を 加 え る の に 適 し て い る 形 式 の も の に お い て 、
包 絡 面 （ １ ６ ） が ウ エ ブ （ １ ） に 少 な く と も ほ ぼ 接 触 す る こ と を 特 徴 と す る 、 通 走 す る ウ
エ ブ に 垂 れ 下 が る フ ラ ッ プ を 短 く す る た め の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
連 行 機 構 と し て サ ク シ ョ ン ロ ー ラ （ ５ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
連 行 機 構 と し て サ ク シ ョ ン ベ ル ト （ １ １ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
連 行 機 構 と し て ロ ー タ （ １ ２ ） が 設 け ら れ て お り 、 該 ロ ー タ （ １ ２ ） が 主 と し て 、 軸 （ １
３ ） と 、 該 軸 （ １ ３ ） に 対 し て 平 行 な 少 な く と も １ つ の ロ ッ ド （ １ ４ ） と か ら 成 っ て お り
、 該 ロ ッ ド （ １ ４ ） は 、 半 径 方 向 の 間 隔 を お い て 、 結 合 部 材 （ １ ５ ） に よ っ て 堅 固 に 軸 （
１ ３ ） に 固 定 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
連 行 機 構 と し て 円 形 の ブ ラ シ （ １ ７ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
ウ エ ブ （ １ ） の た め に 、 連 行 機 構 （ ５ ， １ １ ， １ ２ ， １ ７ ） に 向 き 合 っ て 配 置 さ れ た 支 持
機 構 （ １ ８ ， １ ９ ， ２ ０ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ２ か ら ６ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
支 持 機 構 と し て 、 回 転 可 能 に 支 承 さ れ た ロ ー ラ （ １ ７ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ７ 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
支 持 機 構 と し て 、 定 置 の プ レ ー ト （ １ ９ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
支 持 機 構 と し て 、 回 転 可 能 に 支 承 さ れ た 円 形 の ブ ラ シ （ ２ ０ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項
７ 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 請 求 項 １ の 上 位 概 念 に 記 載 の 形 式 の 方 法 お よ び 、 請 求 項 ２ の 上 位 概 念 に 記 載 の 形
式 の 、 こ の 方 法 を 実 行 す る た め に 適 し た 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
連 続 的 に 作 業 す る 、 紙 処 理 装 置 、 特 に ウ エ ブ 輪 転 印 刷 機 に は 、 ロ ー ル か ら 繰 り 出 さ れ る ウ
エ ブ が 供 給 さ れ る 。 １ つ の ロ ー ル が 終 了 す る と 、 処 理 装 置 が 停 止 さ れ る こ と な し に 、 新 し
い ロ ー ル に よ っ て 置 き 換 え ら れ る 。 い わ ゆ る 「 フ ラ イ ン グ 式 ロ ー ル 交 換 （ ｆ ｌ ｉ ｅ ｇ ｅ ｎ
ｄ ｅ ｎ  Ｒ ｏ ｌ ｌ ｅ ｎ ｗ ｅ ｃ ｈ ｓ ｅ ｌ ） 」 に よ っ て 作 業 す る ロ ー ル 交 換 機 が 公 知 で あ る 。
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こ の 場 合 、 待 機 位 置 に あ る 新 し い ロ ー ル の 始 端 部 に ま ず 最 初 に 接 着 先 端 部 が 設 け ら れ る 。
次 い で 、 新 し い ロ ー ル が 回 転 さ せ ら れ 、 殆 ど 空 の ロ ー ル か ら 繰 り 出 さ れ る ウ エ ブ の 速 度 と
同 期 化 さ れ て い る 周 速 度 に も た ら さ れ る 。 ウ エ ブ は 、 適 当 な 時 点 で 新 し い ロ ー ル に 圧 着 さ
れ る の で 、 ウ エ ブ は 新 し い ロ ー ル に 接 着 先 端 部 の 領 域 で 接 触 す る 。 こ れ に よ り 、 新 し い ウ
エ ブ の 始 端 部 が 、 繰 り 出 さ れ た ウ エ ブ に 接 着 さ れ る 。 終 了 し た ウ エ ブ は 、 短 時 間 の 遅 れ 時
間 後 に 分 離 さ れ る 。 遅 れ 時 間 は 、 分 離 装 置 の 慣 性 質 量 と 、 制 御 装 置 の サ イ ク ル 時 間 と に よ
っ て 規 定 さ れ る 。 遅 れ 時 間 の 長 さ に 応 じ て 、 接 着 個 所 の 後 方 に 、 終 了 し た ウ エ ブ の 残 留 部
分 、 い わ ゆ る フ ラ ッ プ （ Ｆ ａ ｈ ｎ ｅ ） が 残 さ れ る 。 フ ラ ッ プ の 長 さ は 、 遅 れ 時 間 だ け で は
な く 、 速 度 に も 依 存 し て い る 。 例 え ば 遅 れ 時 間 が １ ０ ｍ 秒 で あ っ て 、 ウ エ ブ 速 度 が １ ５ ｍ
／ 秒 で あ る な ら ば 、 フ ラ ッ プ は １ ５ ０ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 形 式 の フ ラ ッ プ は 後 置 さ れ た 処 理 ス テ ー シ ョ ン で 障 害 を ひ き お こ す 恐 れ が あ る
こ と が 示 さ れ て い る 。 本 発 明 の 先 行 技 術 で あ る ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 第 １ ９ ８ ０ ４ ４ １ ５
号 明 細 書 に は 、 フ ラ ッ プ を 、 最 大 で も 数 ｍ ｍ の 無 害 な 残 留 部 に ま で 短 く す る こ と に 成 功 し
た 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。 さ ら に 方 法 を 実 行 す る た め に 適 し た 複 数 の 装 置 も 記 載 さ れ て い
る 。 公 知 の 方 法 で は 、 接 合 さ れ た ウ ェ ブ が 湾 曲 部 に よ っ て ガ イ ド さ れ る 。 こ の 湾 曲 部 の 曲
率 中 心 点 は 、 フ ラ ッ プ と は 反 対 の 側 に 位 置 し て い る 。 フ ラ ッ プ が 湾 曲 部 を 通 過 す る 際 に 、
フ ラ ッ プ は 、 遠 心 力 に よ っ て 方 向 付 け ら れ 、 次 い で ナ イ フ に よ っ て 切 断 さ れ る 。 こ の ナ イ
フ に 沿 っ て ウ エ ブ は 極 め て 小 さ な 間 隔 で 通 過 す る 。 遠 心 力 の 方 向 付 け 作 用 は 、 ウ エ ブ と フ
ラ ッ プ と の 間 で 、 ウ エ ブ 運 動 方 向 で 吹 き 付 け ら れ る 衝 撃 空 気 に よ っ て 助 成 さ れ る 。 確 実 な
切 断 を 保 証 す る た め に 、 １ つ の 構 成 で は 、 ナ イ フ の 手 前 に 、 通 過 す る ウ エ ブ か ら ２ ０ ～ ６
０ ｍ ｍ の 間 隔 を お い て 連 行 機 構 、 例 え ば 、 ウ エ ブ の 通 過 速 度 よ り も 高 い 速 度 で 駆 動 さ れ る
サ ク シ ョ ン ロ ー ラ ま た は サ ク シ ョ ン ベ ル ト が 配 置 さ れ て い る 。 遠 心 力 と 場 合 に よ っ て 付 加
的 な 衝 撃 空 気 と に よ っ て 、 ウ エ ブ か ら 分 離 さ れ た フ ラ ッ プ は 、 吸 込 作 用 に よ っ て 連 行 機 構
に 保 持 さ れ 、 摩 擦 接 続 に よ り 加 速 さ れ 、 ナ イ フ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 の 根 底 を 成 す 課 題 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 を 基 点 と す る 方 法 を 簡 単 に し 、 さ ら に 請
求 項 ２ の 上 位 概 念 を 基 点 と す る 、 本 発 明 の 方 法 を 実 行 す る の に 適 し た 簡 略 化 さ れ た 装 置 を
提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 課 題 の 第 １ の 部 分 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 部 に よ り 解 決 さ れ る 。 先 行 技 術 と は 異 な り 、 本
願 発 明 に よ る 方 法 で は 、 フ ラ ッ プ を 連 行 機 構 に よ っ て 摩 擦 接 続 的 に 把 持 す る 前 に 、 フ ラ ッ
プ を ま ず 最 初 に ウ エ ブ か ら 分 離 す る の で は な い 。 連 行 機 構 は 、 ウ エ ブ に 密 着 し た フ ラ ッ プ
に 作 用 し 、 ウ エ ブ の 通 過 速 度 よ り も 高 い 速 度 ま で 加 速 す る 。 こ れ に よ り 、 接 着 個 所 に 達 し
た フ ラ ッ プ の 部 分 は 外 方 に 湾 曲 さ れ 、 こ の よ う に し て ウ エ ブ か ら 分 離 さ れ る 。 こ の よ う な
状 態 で は 、 フ ラ ッ プ は ナ イ フ へ と 到 り 、 接 着 個 所 の す ぐ 近 く で 分 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 課 題 の 第 ２ の 部 分 は 、 請 求 項 ２ の 特 徴 部 に よ り 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ３ ～ １ ０ の 対 象 は 、 方 法 を 実 行 す る た め に 適 し た 装 置 の 種 々 異 な る 実 施 例 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 面 は 本 発 明 を 説 明 す る た め に 用 い ら れ る 。 図 １ ～ 図 ７ は 、 本 発 明 の 各 実 施 例 を 概 略 的 に
示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ か ら 明 ら か で あ る よ う に 、 ウ エ ブ １ は 、 互 い に 上 下 に 垂 直 に 配 置 さ れ た 変 向 ロ ー ラ ２
， ３ を 介 し て ガ イ ド さ れ る 。 両 変 向 ロ ー ラ ２ ， ３ の 間 で 、 ウ エ ブ １ が 、 矢 印 ４ の 方 向 で 、
直 線 的 な 距 離 区 分 を 通 過 す る 。 走 行 ウ エ ブ に 密 に 隣 接 し て 、 回 転 可 能 に 支 承 さ れ た サ ク シ
ョ ン ロ ー ラ ５ が 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 サ ク シ ョ ン ロ ー ラ ５ は 、 ウ エ ブ １ に 線 的 に
、 ま た は 有 利 に は 小 幅 の ス ト リ ッ プ の 領 域 で 接 触 す る 。 サ ク シ ョ ン ロ ー ラ ５ の 内 室 は 、 ベ
ン チ レ ー タ （ 図 示 せ ず ） の 吸 込 側 に 接 続 さ れ て い る 。 サ ク シ ョ ン ロ ー ラ ５ の 、 孔 が 設 け ら
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れ た 周 面 は 、 有 利 に は 、 紙 対 紙 の 場 合 よ り も 高 い 摩 擦 係 数 を 紙 に 対 し て 有 し て い る 。 こ れ
を 得 る た め に 、 サ ク シ ョ ン ロ ー ラ ５ は 有 利 に は ゴ ム 引 き さ れ て い る 。 サ ク シ ョ ン ロ ー ラ ５
に は 、 回 転 駆 動 装 置 が 設 け ら れ て い る 。 サ ク シ ョ ン ロ ー ラ ５ の 下 方 で 僅 か な 間 隔 を お い て
ナ イ フ ６ が 配 置 さ れ て い る 。 有 利 に は ぎ ざ ぎ ざ を 設 け ら れ た ナ イ フ の 刃 は 、 サ ク シ ョ ン ロ
ー ラ ５ に 向 け ら れ て い る 。 即 ち 、 ウ エ ブ １ の 通 過 方 向 に 反 し て い る 。 ウ エ ブ １ と ナ イ フ ６
と の 間 の 間 隔 は 、 フ ラ ッ プ の 残 り の 長 さ に 対 し て 基 準 と な る 。 従 っ て 、 こ の 間 隔 は 、 有 利
に は 大 き く て も 数 ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
運 転 中 は 、 サ ク シ ョ ン ロ ー ラ ５ は 通 常 は 駆 動 装 置 が 遮 断 さ れ た 状 態 で は 、 ウ エ ブ １ に 接 触
し て い な い 休 止 位 置 （ 図 示 せ ず ） に 位 置 し て い る 。 ロ ー ル 交 換 の 直 前 に 、 サ ク シ ョ ン ロ ー
ラ ５ は 図 １ に 示 し た 位 置 に も た ら さ れ る 。 同 時 に ベ ン チ レ ー タ が ス イ ッ チ オ ン さ れ る 。 駆
動 装 置 も ス イ ッ チ オ ン さ れ る と 、 サ ク シ ョ ン ロ ー ラ ５ は 、 矢 印 ７ で シ ン ボ ル 化 さ れ て 示 さ
れ た 回 転 方 向 で 回 転 す る 。 回 転 数 は 高 く 、 従 っ て 表 面 速 度 が 、 ウ エ ブ １ の 走 行 速 度 よ り も
著 し く 高 い 。 速 度 比 は 、 例 え ば １ ． ５ ～ １ ０ で あ る 。 接 着 個 所 が 、 サ ク シ ョ ン ロ ー ラ ５ と
ウ エ ブ １ と の 間 の 接 触 ラ イ ン を 通 過 す る と す ぐ に 、 最 初 は 空 気 抵 抗 に よ り ウ エ ブ １ に 平 ら
に 接 触 し て い た フ ラ ッ プ ８ が 摩 擦 接 続 的 に サ ク シ ョ ン ロ ー ラ ５ に よ っ て 把 持 さ れ る 。 サ ク
シ ョ ン ロ ー ラ ５ の 外 面 は 、 こ の 場 合 、 摩 擦 力 が 有 効 で あ る 包 絡 面 で あ る 。 フ ラ ッ プ ８ は 、
サ ク シ ョ ン ロ ー ラ ５ の 表 面 速 度 で 前 方 に 動 か さ れ る 。 こ の 場 合 、 フ ラ ッ プ ８ の 、 ウ エ ブ １
に 面 し た 背 面 は ウ エ ブ １ に 沿 っ て 滑 動 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 フ ラ ッ プ ８ の 先 行 す る 部 分 は
波 状 に 湾 曲 す る 。 ウ エ ブ １ か ら 分 離 さ れ た 湾 曲 さ れ た フ ラ ッ プ ８ は 、 ナ イ フ ６ へ と 当 接 し
、 こ の 場 合 、 も は や 障 害 と な ら な い 残 留 部 ま で 裁 断 さ れ る 。 そ の 後 、 サ ク シ ョ ン ロ ー ラ ５
は 再 び 休 止 位 置 に も た ら さ れ る 。 こ の 過 程 は 各 ロ ー ル 交 換 の 際 に 繰 り 返 さ れ る 。 即 ち 例 え
ば ２ ０ ～ ３ ０ 分 間 隔 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ に 示 し た 装 置 は 上 述 し た 装 置 と 異 な っ て い て 、 サ ク シ ョ ン ロ ー ラ ５ で は な く て は 、 変
向 ロ ー ラ ９ ， １ ０ を 介 し て 循 環 す る エ ン ド レ ス な サ ク シ ョ ン ベ ル ト １ １ が 設 け ら れ て い る
。 ウ エ ブ １ に 隣 接 す る ア ク テ ィ ブ な 区 分 と 、 こ れ と 逆 行 す る 他 方 の 区 分 と の 間 に 、 サ ク シ
ョ ン ボ ッ ク ス が 配 置 さ れ て お り 、 こ の サ ク シ ョ ン ボ ッ ク ス は 、 ア ク テ ィ ブ な 区 分 に 面 し た
側 で 開 か れ て い る 。 サ ク シ ョ ン ボ ッ ク ス は 、 ベ ン チ レ ー タ （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ て い る
。 上 方 の 流 入 側 の 変 向 ロ ー ラ ９ は 、 作 業 位 置 で 、 ウ エ ブ １ の 近 傍 に 配 置 さ れ て お り 、 こ の
場 合 、 サ ク シ ョ ン ベ ル ト １ １ は ウ エ ブ に 軽 い 圧 力 下 で 接 し て い る 。 サ ク シ ョ ン ベ ル ト １ １
の 外 面 は 請 求 項 ２ で 記 載 し た 包 絡 面 と 同 一 で あ る 。 他 方 の 変 向 ロ ー ラ １ ０ と ウ エ ブ １ と の
間 の 間 隔 は 比 較 的 大 き い の で 、 サ ク シ ョ ン ベ ル ト １ １ と ウ エ ブ １ と の 間 の 中 間 室 は 通 過 方
向 で 楔 状 に 拡 大 さ れ て い る 。 作 用 形 式 は 、 図 １ と の 関 連 で 説 明 し た 作 用 形 式 と 一 致 し て い
る の で 、 さ ら に 説 明 は し な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ３ に 示 し た 別 の 実 施 例 で は 、 連 行 機 構 と し て ロ ー タ １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ロ ー タ
は 回 転 駆 動 装 置 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ て い る 。 ロ ー タ １ ２ は 、 主 と し て 軸 １ ３ と 、 こ の
軸 に 対 し て 平 行 な 円 形 の ロ ッ ド １ ４ と か ら 成 っ て い る 。 こ の ロ ッ ド １ ４ は 、 円 形 の ア ー ム
１ ５ に よ っ て 堅 固 に 軸 １ ３ に 固 定 さ れ て い る 。 ロ ッ ド １ ４ に は 、 摩 擦 を 高 め る ラ イ ニ ン グ
が 設 け ら れ て い る 。 作 業 位 置 に 位 置 す る 軸 １ ３ の 軸 線 と 、 ウ エ ブ １ と の 間 の 間 隔 は 、 ロ ー
タ １ ２ に よ っ て 通 過 さ れ る 空 間 を 制 限 す る 包 絡 面 １ ６ の 半 径 よ り も 僅 か に 小 さ い 。 こ れ は
換 言 す る な ら 、 矢 印 ７ の 方 向 で 軸 １ ３ を 中 心 と し て 回 転 す る ロ ッ ド １ ４ が 、 走 行 す る ウ エ
ブ １ に 軽 く 当 接 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ロ ー タ １ ２ が 、 星 状 に 均 一 な 角 度 間 隔 で 軸 １ ２ に 固 定 さ れ て い る 複 数 の ロ ッ ド １ ４ を 有 し
て い て も 良 い こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
運 転 中 、 ロ ー タ １ ２ の 作 用 領 域 を 通 過 す る フ ラ ッ プ は 、 ロ ッ ド １ ４ に よ っ て 少 な く と も １
度 、 当 接 さ れ る 。 有 利 に は 、 ア ー ム １ ５ の 長 さ と 、 ロ ー タ の 回 転 数 と 、 ロ ー タ の ロ ッ ド １
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４ の 数 と は 、 通 過 す る 各 フ ラ ッ プ ８ が 、 複 数 回 、 当 接 さ れ る よ う に 互 い に 規 定 さ れ て い る
。 各 当 接 の 際 に は 、 フ ラ ッ プ の 、 当 接 部 に よ り 当 接 さ れ る 個 所 が 、 ウ エ ブ １ よ り も 高 い 速
度 で 運 動 す る ロ ッ ド １ ４ に よ っ て 、 摩 擦 接 続 的 に 連 行 さ れ 、 ウ エ ブ １ に 対 し て 相 対 的 に 通
走 方 向 に 送 ら れ る 。 こ れ に よ り 、 フ ラ ッ プ ８ の 先 行 す る 部 分 は 外 方 に 湾 曲 さ れ 、 ウ エ ブ １
か ら 分 離 さ れ る 。 こ の よ う な 構 成 で は 、 フ ラ ッ プ ８ は ナ イ フ ６ に 達 し 、 僅 か な 残 留 部 に ま
で 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ４ の 実 施 例 で は 、 連 行 機 構 と し て 、 連 行 機 構 の 軸 線 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 円 形 の ブ ラ
シ １ ７ が 設 け ら れ て い る 。 ウ エ ブ １ か ら の ブ ラ シ １ ７ の 軸 間 隔 は 、 包 絡 面 １ ６ の 曲 率 半 径
よ り も 僅 か に 小 さ い 。 ブ ラ シ １ ７ が 作 業 位 置 に あ り 、 矢 印 ７ の 方 向 で 回 転 す る 場 合 に は 、
ウ エ ブ １ は 、 小 幅 の ス ト リ ッ プ の 領 域 で ブ ラ シ １ ７ に よ っ て 擦 過 さ れ る 。 フ ラ ッ プ ８ が 、
ブ ラ シ １ ７ の ス ト リ ッ プ 状 の 作 用 領 域 へ と 到 る と 、 フ ラ ッ プ は 、 摩 擦 に よ っ て 、 ウ エ ブ １
に 対 し て 相 対 的 に 通 過 方 向 で 運 動 す る 。 こ の 場 合 、 作 用 領 域 を 既 に 通 り 過 ぎ た フ ラ ッ プ ８
の 先 行 す る 部 分 は 外 方 へ 湾 曲 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ の 他 の 図 面 に 示 さ れ た 実 施 例 で は 、 連 行 機 構 と し て 同 様 に 円 形 の ブ ラ シ １ ７ が 設 け ら れ
て い る 。 通 過 す る ウ エ ブ １ の 背 面 側 に は 、 ブ ラ シ １ ７ に 向 か い 合 っ て 、 そ れ ぞ れ １ つ の 支
持 機 構 が 配 置 さ れ て い る 。 即 ち 、 図 ５ で は 支 持 ロ ー ラ 、 図 ６ で は 滑 動 プ レ ー ト １ ９ 、 図 ７
で は 円 形 ブ ラ シ ２ ０ で あ る 。 支 持 機 構 の 配 置 は 、 連 行 機 構 と し て 円 形 の ブ ラ シ １ ７ が 設 け
ら れ て い る 場 合 に と り わ け 有 利 で あ る 。 支 持 機 構 に よ り 、 充 分 な 摩 擦 力 の た め の 前 提 で あ
る 充 分 な 垂 直 力 が 保 証 さ れ る 。 図 ７ の 実 施 例 で は 、 フ ラ ッ プ ８ に お よ び ウ エ ブ １ に ブ ラ シ
１ ７ ， ２ ０ の 接 触 に よ り 集 ま る 電 荷 の 反 発 作 用 に よ る 個 別 化 作 用 が 強 化 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
本 発 明 の 実 施 例 を 示 す 概 略 的 な 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
本 発 明 の 別 の 実 施 例 を 示 す 概 略 的 な 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 例 を 示 す 概 略 的 な 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 例 を 示 す 概 略 的 な 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 例 を 示 す 概 略 的 な 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 例 を 示 す 概 略 的 な 図 で あ る 。
【 図 ７ 】
本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 例 を 示 す 概 略 的 な 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 14年 11月 19日 (2002.11.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
通 走 す る ウ エ ブ （ １ ） に 垂 れ 下 が る フ ラ ッ プ （ ８ ） 、 特 に 、 フ ラ イ ン グ 式 ロ ー ル 交 換 後 に
、 接 合 さ れ た ウ エ ブ （ １ ） の 接 着 個 所 の 後 方 に 残 さ れ た フ ラ ッ プ （ ８ ） を 短 く す る た め の
方 法 で あ っ て 、
ウ エ ブ （ １ ） が 、 ウ エ ブ （ １ ） よ り も 迅 速 に 運 動 す る 連 行 機 構 を 通 過 し 、 こ の 場 合 、 フ ラ
ッ プ （ ８ ） を 連 行 機 構 に よ っ て 摩 擦 接 続 的 に 把 持 し 、 ウ エ ブ （ １ ） か ら 分 離 し 、 接 着 個 所
の 近 傍 で 切 断 す る 形 式 の も の に お い て 、
フ ラ イ ン グ 式 ロ ー ル 交 換 中 に 、 ウ エ ブ （ １ ） が 連 行 機 構 の 包 絡 面 （ １ ６ ） に よ っ て 接 触 さ
れ 、 フ ラ ッ プ （ ８ ） が ウ エ ブ （ １ ） に ま だ 接 合 し て い る 間 に 、 フ ラ ッ プ （ ８ ） を 連 行 機 構
に よ っ て 把 持 す る こ と を 特 徴 と す る 、 通 走 す る ウ エ ブ に 垂 れ 下 が る フ ラ ッ プ を 短 く す る た
め の 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
通 走 す る ウ エ ブ （ １ ） に 垂 れ 下 が る フ ラ ッ プ （ ８ ） 、 特 に 、 フ ラ イ ン グ 式 ロ ー ル 交 換 後 に
、 接 合 さ れ た ウ エ ブ （ １ ） の 接 着 個 所 の 後 方 に 残 さ れ た フ ラ ッ プ （ ８ ） を 短 く す る た め の
装 置 で あ っ て 、
規 定 さ れ た 経 路 に 沿 っ て ウ エ ブ （ １ ） を ガ イ ド す る た め の 機 構 と 、
包 絡 面 の 内 側 で 回 転 す る 、 駆 動 さ れ る 連 行 機 構 と が 設 け ら れ て お り 、 該 連 行 機 構 が 、 包 絡
面 （ １ ６ ） に 沿 っ て 、 ウ エ ブ （ １ ） よ り も 迅 速 に 運 動 可 能 で あ っ て 、 前 記 連 行 機 構 が 、 包
絡 面 （ １ ６ ） で 有 効 な 、 ウ エ ブ （ １ ） の 通 過 方 向 （ ４ ） に 向 い た 摩 擦 力 を 加 え る の に 適 し
て お り 、
連 行 機 構 か ら 僅 か な 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い る ナ イ フ （ ６ ） が 設 け ら れ て い る 形 式 の も
の に お い て 、
フ ラ イ ン グ 式 ロ ー ル 交 換 中 に 、 包 絡 面 （ １ ６ ） が ウ エ ブ （ １ ） に 接 触 す る こ と を 特 徴 と す
る 、 通 走 す る ウ エ ブ に 垂 れ 下 が る フ ラ ッ プ を 短 く す る た め の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
連 行 機 構 と し て サ ク シ ョ ン ロ ー ラ （ ５ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
連 行 機 構 と し て サ ク シ ョ ン ベ ル ト （ １ １ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
連 行 機 構 と し て ロ ー タ （ １ ２ ） が 設 け ら れ て お り 、 該 ロ ー タ （ １ ２ ） が 主 と し て 、 軸 （ １
３ ） と 、 該 軸 （ １ ３ ） に 対 し て 平 行 な 少 な く と も １ つ の ロ ッ ド （ １ ４ ） と か ら 成 っ て お り
、 該 ロ ッ ド （ １ ４ ） は 、 半 径 方 向 の 間 隔 を お い て 、 結 合 部 材 （ １ ５ ） に よ っ て 堅 固 に 軸 （
１ ３ ） に 固 定 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
連 行 機 構 と し て 円 形 の ブ ラ シ （ １ ７ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
ウ エ ブ （ １ ） の た め に 、 連 行 機 構 （ ５ ， １ １ ， １ ２ ， １ ７ ） に 向 き 合 っ て 配 置 さ れ た 支 持
機 構 （ １ ８ ， １ ９ ， ２ ０ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ２ か ら ６ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
支 持 機 構 と し て 、 回 転 可 能 に 支 承 さ れ た ロ ー ラ （ １ ７ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ７ 記 載
の 装 置 。
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【 請 求 項 ９ 】
支 持 機 構 と し て 、 定 置 の プ レ ー ト （ １ ９ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
支 持 機 構 と し て 、 回 転 可 能 に 支 承 さ れ た 円 形 の ブ ラ シ （ ２ ０ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項
７ 記 載 の 装 置 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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